
以上の観点を踏まえ、

・授業の取り組み
・学習プリント

　などから評価します。

以上の観点を踏まえ、

・授業の取り組み
・学習プリント
・実技発表（歌唱・器楽・創作作品）

　などから総合的に評価します。

以上の観点を踏まえ、

・授業の取り組み
・学習プリント
・実技発表（歌唱・器楽・創作作品）

　などから総合的に評価します。

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
観
点

内容のまとまりごとに、各観点
「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」
で評価します。

内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解してい
る。
・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要
な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作で表してい
る。

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知
覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考え、どの
ように表すかについて表現意図をもったり、音楽
を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴い
たりしている。

主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。

４　評価基準と評価方法

評価は次の観点から行います。

２　指導の重点

➀音楽の幅広い活動を通して、音や音楽への興味関心を高める。
②音や音楽が醸し出すよさや美しさなどを感じ取り、そこに価値を見いだせる感性を養う。
③発声の仕方や各楽器の基本的な奏法を習得させる。
④様々な音楽を演奏、鑑賞し、楽曲固有のよさや美しさを味わうだけでなく、文化的・歴史的背景などの音楽的視野の拡
充を図り、我が国及び諸外国の音楽文化への理解を深める。

３　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。
(2)自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながら、よさや美しさを自ら味わって聴くこ
とができるようにする。
(3)主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、音
楽文化によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

令和５年度シラバス（ 芸術 ) 学番31　新潟県立阿賀野高等学校　

教科(科目) 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 学年(コース)　 １学年（芸術選択）

使用教科書 教育芸術社　『MOUSA Ⅰ』

副教材等 なし

１　学習目標



授業の取り組み
（行動の観察）

プリントの提出

評価方法

 授業の取り組み（行動の観察）

プリントの提出
器楽演奏発表

実技テスト

プリントの提出
鑑賞レポート

授業の取り組み
（行動の観察）

創作レポート

プリントの提出

授業の取り組み
（行動の観察）

プリントの提出

　
　授業において、学習プリント、鑑賞レポートを提出してもらいます。

７　授業担当者からの一言

　
　授業は、歌唱、器楽、創作、鑑賞などの様々な音楽活動を組み合わせて、ゆっくり進めていきます。受け身ではなく、自ら積極的に取
り組むことを望みます。楽しみながら学習を深め、音楽の喜びを一緒に味わいましょう。

計 70 時間 （50分授業）

６　課題・提出物等

2

10

4

ミュージカルに触れよう
〈鑑賞〉「サウンドオヴ
ミュージック」

日本の伝統音楽と世界の諸
民族の音楽
〈器楽〉「さくら変奏曲」
等
〈鑑賞〉「佐渡おけさ」等

オーケストラの魅力を味わ
おう〈鑑賞〉「交響曲第９
番」（ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ）

2

和楽器（箏）に触れ奏法を学び、音色の特徴や文化的・歴史
的背景などを理解する。郷土の民謡と伝統音楽を鑑賞して、
声や楽器の音色の特徴を感じ取る。
諸民族楽器（ｶﾘﾝﾊﾞ）に触れ奏法を学び演奏する。世界の諸民
族音楽を鑑賞して、旋律や声や楽器の音色の特徴、歴史的・
文化的背景などを学ぶ。

ｵｰｹｽﾄﾗの楽器の音色や響きの特徴を理解する。様々な楽器が
重なり合う表現上の効果としての美しさや壮大さを自ら感じ
取る。

2

8

2

２
学
期

高校音楽を始めよう
〈歌唱〉「翼をください」
「負けないで」「校歌」

楽典➀

音楽Ⅰのまとめ
〈歌唱〉〈器楽〉
〈鑑賞〉

音符、休符、拍子とﾘｽﾞﾑについて学ぶ。

2学期のまとめ
実技テスト

楽典④

ﾐｭｰｼﾞｯｸﾍﾞﾙの響きを味わお
う〈器楽〉ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙを楽しも
うⅢ「星に願いを」

ﾄﾞｲﾂ語の特徴を理解し発音に気をつけて表情豊かに歌う。

1

音階と階名について学ぶ。

楽典②

親しみやすい曲を歌い合わせ高校音楽への意欲を喚起する。
校歌の歌詞を音読し意味を理解する。校歌のﾘｽﾞﾑ、旋律を学
ぶ。

楽譜を読むための基礎的な知識として、五線、加線、高音部
記号、音名について学ぶ。

4

2

1

ｱﾙﾄﾘｺｰﾀﾞの奏法（運指、ﾀﾝｷﾞﾝｸﾞ、ｱｰﾃｨｷｭﾚｰｼｮﾝ）を学ぶ。
曲にふさわしい奏法、他者との調和を意識して演奏する。
音楽表現を創意工夫しながら、ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙの楽しさを学ぶ。

代表的な作品を鑑賞して、ミュージカルの楽しさを味わう。
物語と音楽との関わりから表現上の効果を考え感じ取る。

1学期のまとめ

アンサンブルを楽しもうⅡ
〈器楽〉「ｸﾞﾘｰﾝｽﾘｰｳﾞｽ」
「見上げてごらん夜の星
を」

10

５　学習計画

学期
単元名

<教材名>
学習活動(指導内容)

<主な領域>

オリエンテーション

１
学
期

音楽経験ｱﾝｹｰﾄをもとに、自分にとっての音楽の存在を再認識
するとともに、高校音楽への意欲を喚起する。

曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などを学
ぶ。
日本語の言葉の特性に関心を持ち、抑揚、ｱｸｾﾝﾄ、ﾘｽﾞﾑを感じ
取り、旋律との関わりを学ぶ。

ｲﾀﾘｱ語の言葉の特性と発音を学ぶ。歌詞の意味、旋律やﾘｽﾞﾑ
を理解する。曲の構成を考え、表情豊かに歌う。

曲想や表現上の対効果と音楽の構造と関わりを感じ取り鑑賞
する。

1学期のまとめとして、これまでの音楽学習を振り返る。
歌唱の実技ﾃｽﾄを行う。

楽典➀②で学んだﾘｽﾞﾑを正確に読み自ら反復練習をする。
ﾘｽﾞﾑの特徴や変化を互いに聴き、ｸﾞﾙｰﾌﾟでｱﾝｻﾝﾌﾞﾙする。
音素材の特徴、反復、変化、対照などの構成を生かして創作
に挑戦し、ｸﾞﾙｰﾌﾟでｱﾝｻﾝﾌﾞﾙする。

日本歌曲を歌おう〈歌唱〉
「花」「この道」

リズムで表現しよう
〈創作〉
アンサンブルを楽しもうⅠ

イタリア歌曲を歌おう
〈歌唱〉「O sole mio」

声の魅力を味わおう
〈鑑賞〉「Caro mio ben」

時間

ﾄﾞｲﾂ歌曲を歌おう〈歌唱〉「野ばら」 4

楽典③

３
学
期

2学期のまとめとして、これまでの音楽学習を振り返る。
歌唱の実技ﾃｽﾄ、器楽ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙの発表を行う。

ﾐｭｰｼﾞｯｸﾍﾞﾙの奏法を学ぶ。響きを味わいながら、ｸﾞﾙｰﾌﾟで協
力して演奏し、一音一音の音の大切さを感じ取りｱﾝｻﾝﾌﾞﾙを楽
しむ。

奏法上や強弱を示す記号と用語を学ぶ。

1年間の音楽学習〈歌唱〉〈器楽〉〈創作〉〈鑑賞〉を振り返
る。音楽Ⅰで学んだ歌曲、器楽を再び演奏することにより、
音楽活動の喜びや楽しさを味わう。教材の中から選択した器
楽ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙを発表する。

4

1

3

2

2

6

プリントの提出
鑑賞レポート

プリントの提出

鑑賞レポート

音楽Ⅰまとめ
レポート

器楽演奏発表

プリントの提出

器楽演奏発表

実技テスト

プリントの提出
鑑賞レポート



知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
観
点

以上の観点を踏まえ、

・授業の取り組み
・学習プリント

　などから評価します。

以上の観点を踏まえ、

・授業の取り組み
・学習プリント
・実技発表（歌唱・器楽・創作作品）

　などから総合的に評価します。

以上の観点を踏まえ、

・授業の取り組み
・学習プリント
・実技発表（歌唱・器楽・創作作品）

　などから総合的に評価します。

内容のまとまりごとに、各観点
「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」
で評価します。

内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解してい
る。
・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要
な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作で表してい
る。

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知
覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考え、どの
ように表すかについて表現意図をもったり、音楽
を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴い
たりしている。

主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。

４　評価基準と評価方法

評価は次の観点から行います。

２　指導の重点

➀音楽Ⅰの学習経験を基盤として、質的に高めた音楽の幅広い諸活動を通して、音や音楽への興味関心を深める。
②個性豊かな音楽表現を創意工夫できるようにするために、必要となる技能を身に付ける。
③主体的・協働的な音楽活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、音や音楽のよさや美しさなど
を自ら進んで感じ取ろうとする態度を養う。

３　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　音楽の諸活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と深く関わる資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。
(1)曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解を深めるとともに、創意工夫
を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。
(2)個性豊かに音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながら、よさや美しさを深く味わって聴くことができるよ
うにする。
(3)主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、音楽文
化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

令和５年度シラバス（ 芸術 ) 学番31　新潟県立阿賀野高等学校　

教科(科目) 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 学年(コース)　 ２学年（芸術選択）

使用教科書 教育芸術社　『MOUSA ２』

副教材等 なし

１　学習目標



授業の取り組み
歌唱発表

６　課題・提出物等

７　授業担当者からの一言

授業の取り組み
器楽演奏発表

2学期のまとめ
2学期の音楽学習のまとめとして、歌唱の実技テスト、リズム
打ちの実技テスト、器楽アンサンブルの実技テストを行う。

2 実技テスト

キーボードアンサンブルを
楽しもう〈器楽〉「ロマン
ス」「シンコペーテッド・
クロック」

キーボード奏法を身に付ける。音楽Ⅰで学んだ楽典をもと
に、楽譜の読み方への理解を深める。個性豊かに器楽表現を
創意工夫しながら、アンサンブル活動の楽しさを味わう。

授業の取り組み
器楽演奏発表

鑑賞レポート

２
学
期

2学期の音楽学習に向けて
〈歌唱〉「島唄」「見上げ
てごらん夜の星を」

季節の雰囲気に合わせた歌を歌いながら、2学期の音楽学習へ
の意欲を養う。

3

リコーダーアンサンブルを
楽しもう〈器楽〉
「ソナチネ」

リコーダーの奏法を身に付ける。器楽表現を創意工夫しなが
らアンサンブル活動の楽しさを味わう。

4

他者との調和を意識して歌いながら響きを味わい、歌詞と曲
想との関わりを理解して、ハーモニーの変化を感じる。

6
合唱を美しく響かせよう〈歌唱〉
「赤とんぼ」「大きな古時計」
「いのちの名前」

6

音楽の要素に注目して２つの曲を
聴き比べよう〈鑑賞〉「和声と創
意の試み四季から冬」「ブエノス
アイレスの冬」

協奏曲について学ぶ。作曲者や楽曲の背景、特徴や様々な音
楽の要素に注目して異なる２曲が、それぞれ冬をどのように
表現しているのか聴き比べる。

2

　
　音楽Ⅰで学習した内容を発展させた様々な楽曲に挑戦します。難易度の高い楽曲では各自粘り強く努力していくことが必要です。そし
て高い演奏法の習得と美しい音色を学びましょう。

1年間の音楽学習〈歌唱〉〈器楽〉〈創作〉〈鑑賞〉を振り返
る。音楽Ⅱで学んだ楽曲を再び演奏することにより、音楽活
動の喜びや楽しさを味わう。

4
音楽Ⅱまとめレポート
歌唱・器楽演奏発表

計 70 時間 （50分授業）

３
学
期

日本の伝統音楽を感じ取ろ
う〈器楽〉「三段の調から
一段」〈鑑賞〉琵琶楽、文
楽、長唄

箏に触れ、構え方や奏法を学ぶ。音色の特徴や文化的歴史的
背景について理解する。和楽器を使用した伝統音楽を鑑賞し
て、声や楽器の音色の特徴を感じ取る。

8

音楽Ⅱのまとめ
〈歌唱〉〈器楽〉〈創作〉
〈鑑賞〉

授業の取り組み
鑑賞レポート

　
　授業において、学習プリント、鑑賞レポートを提出してもらいます。

2 実技テスト

オペラ、アリアを聴き比べよう
〈鑑賞〉「女心の歌」「愛の死」
「誰も寝てはならぬ」

オペラについて学び、アリアの名曲を聴き比べながら、音楽
的な見方・考え方を働かせる。

4
授業の取り組み
鑑賞レポート

リズムを変化させて変奏し
よう〈創作〉
「Happy Birthday to you」

音楽を形づくっている要素（音色・リズム・旋律・強弱・構
成）の働きを感受する。
音素材の特徴を生かして変奏に挑戦する。

6
授業の取り組み
創作レポート

英語で歌おう〈歌唱〉
「Amazing grace」「Let it
be」「Can't Take My Eyes
Off of You」

英語の言葉の特性や曲にふさわしい発声を身に付け、歌唱の
表現を創意工夫する。

6 授業の取り組み

ソルフェージュ②
リズムを打ちながら旋律を歌う練習や、互いに聴き合いなが
らリズムを打つことで、アンサンブル活動への意欲につなげ
る。

6 授業の取り組み

4 鑑賞レポート

なじみのあるJ-POPの歌を、歌詞の内容や作詞者・作曲者の
メッセージを考えながら歌い、音楽Ⅱの学習意欲を養う。

2 授業の取り組み

授業の取り組み

フランス語の歌に親しもう
〈歌唱〉「Je te veux」
〈鑑賞〉「Les feuilles
mortes」

フランス語の言葉の特性とシャンソンやフレンチポップスに
ふさわしい歌い方との関わりによって生み出される表現上の
効果を理解する。個性豊かな歌唱表現を創意工夫する。

3
授業の取り組み
プリントの提出

ソルフェージュ①

５　学習計画

学期
単元名

<教材名>
学習活動(指導内容)

<主な領域>

１
学
期

オリエンテーション

歌声を響かせよう〈歌唱〉
「SUN」「糸」「ﾊﾅﾐｽﾞｷ」

1学期のまとめ
1学期の音楽学習のまとめとして、リズム打ちと歌唱の実技テ
ストを行う。

日本歌曲を歌おう〈歌唱〉
「からたちの花」
「浜辺の歌」

日本語の抑揚や間、語感、歌詞が旋律の流れやフレーズにど
のように表され曲想を生み出しているかに関心をもち、歌唱
表現を創意工夫する。

時間 評価方法

音楽Ⅰで学んだリズムを復習し、リズムを正確に読み、拍を
感じながらリズム打ちに挑戦する。

1
授業の取り組み
プリントの提出

音楽Ⅱの学習目標や学習計画を確認する。 1 プリントの提出



　美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術文化
と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表
すことができるようにする。
(2)造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を
練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。
(3)主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文
化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

令和５年度シラバス（ 芸術 ) 学番31　新潟県立阿賀野高等学校　

教科(科目) 美術Ⅰ 単位数 ２単位 学年(コース)　 １学年（芸術選択）

使用教科書 光村『美術１』

副教材等

１　学習目標

２　指導の重点

〈絵画・彫刻〉感じ取ったこと、考えたことを自分の感性で創造的に表現できるようにする。
〈デザイン〉目的や機能を考え主題に沿った作品を美しく制作できるようにする。
〈映像メディア表現〉映像メディアの特性を踏まえた発想や構想ができるようにする。
〈鑑賞〉美術作品の良さや美しさ、生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深められるように
する。

３　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・対象を捉える造形的な視点について理解を深め
ている。
・創造的な美術の表現をするために必要な技能を
身に付け、意図に応じて表現方法を工夫し、表し
ている。

造形的な良さや美しさ、表現の意図と創造的な工
夫、美術の働きなどについて考えるとともに、主
題を持って発想や構想を練ったり、美術や美術文
化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

美術や美術文化と豊かに関わり、主体的に表現及
び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

４　評価基準と評価方法

評価は次の観点から行います。

以上の観点を踏まえ、
課題に対する取り組み方や工夫の仕方、疑問に
対する対処の仕方などから評価します。

以上の観点を踏まえ、
何をどう表すのか、アイディアスケッチやド
ローイングなどの制作過程と完成作品を併せて
評価します。

以上の観点を踏まえ、
授業中の制作態度の観察、提出された課題作品
などから評価します。

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
観
点

内容のまとまりごとに、各観点
「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」
で評価します。

内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。



プリント提出

評価方法

作品提出

作品提出

作品提出

作品提出

１
学
期

２
学
期

５　学習計画

学期
単元名

<教材名>

平面構成
〈ステンシル版画〉

生命感を表す
〈木彫りんご制作〉

身近なものを描く
〈鉛筆デッサン・着彩〉

学習活動(指導内容)
<主な領域>

時間

16

三原色を用いて色の基本を学ぶ。さらに明清色、暗清色、濁
色、明度や彩度の対比を学ぶ。（表現・色彩）

色の仕組みを学ぼう
〈色相環・色相表制作〉

8

作家の生涯と作品
〈葛飾北斎〉

葛飾北斎の生涯や作品を鑑賞し、表現の豊かさや面白さを感
じ取る。
教科書の中の作品を見ながら、好きな作品を見つけ、作者に
ついて調べてみる。（鑑賞）

2

12
画面を分割し、色を決める。（5色）
印刷工程を理解し、多色刷りの版を作成する。
ステンシル印刷して仕上げる。
（デザイン・版画）

りんごを観察、角度を変えてスケッチをし、形の特徴をとら
える。
立方体の６面に形を写し、ノコギリ、小刀等で面取りをし、
形を近づけていく。
細部をやすり等で整え着彩をして仕上げる。
（表現・彫刻）

パネルの水張りを学ぶ。
鉛筆の削り方（カッター使用）を学ぶ。
遠近法(2点透視法）を理解し、正確な形を捉えられるように
する。
鉛筆のトーンで光と影を表し、質感の違いを意識して描ける
ようにする。
自然な色彩に仕上げられるように、絵の具の混色を工夫して
着彩する。(表現・絵画）

14

３
学
期

それぞれの課題ごとに下描きやアイディアスケッチなど、作品の出来上がる過程も評価の対象になります。
課題提出の締め切り厳守。提出のないものは評価されません。

７　授業担当者からの一言

美術の授業を通して、作品作りの楽しさや、自然や生活の中にある美を感じ取る心を養ってもらいたいと思います。それぞれの感性で
作品を創造し、表現することの楽しさを経験して、これからの人生を豊かに歩んでいけるよう学習します。

計 70 時間 （50分授業）

６　課題・提出物等

スプーンのデザイン
〈木製スプーン制作〉

教科書に載っているスプーンの形を鑑賞し、実際のサンプル
を手にしてみて、持ちやすさ、使いやすさなど、目的による
デザインの違いについて考えてみる。
目的とデザインを決め、木製のスプーンを作成する。
（鑑賞・デザイン・彫刻）

18 作品提出



知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
観
点

以上の観点を踏まえ、
課題に対する取り組み方や工夫の仕方、疑問に
対する対処の仕方などから評価します。

以上の観点を踏まえ、
何をどう表すのか、アイディアスケッチやド
ローイングなどの制作過程と完成作品を併せて
評価します。

以上の観点を踏まえ、
授業中の制作態度の観察、提出された課題作品
などから評価します。

内容のまとまりごとに、各観点
「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」
で評価します。

内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めている。
・表現方法を創意工夫し、個性豊かで創造的に表
している。

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な
工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し個性豊かに構想を練ったり、自己の価値観を高
めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め
たりしている。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組もうとし
ている。

４　評価基準と評価方法

評価は次の観点から行います。

２　指導の重点

(1)〈絵画・彫刻〉感じ取ったこと、考えたことを自分の感性で創造的に表現できるようにする。
(2)〈デザイン〉目的や機能を考えた発想や構想をもとに、創造的に表す技能を身につけるようにする。
(3)〈映像メディア〉映像メディアの特性を踏まえた発想や構想をもとに、創意工夫し、創造的に表すようにする。
(4)〈鑑賞〉美術作品などの見方や、生活や社会の中の美術の働き、美術文化についての見方や感じ方を深めるようにす
る。

３　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　美術の創造的な諸活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を深め、生活や社会の中の美術や美術文化
と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)対象や事象を捉える創造的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、個性豊かで
創造的に表すことができるようにする。
(2)造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し個性豊かに発想し
構想を練ったり、自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。
(3)主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性と美意識を高
め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

令和５年度シラバス（ 芸術 ) 学番31　新潟県立阿賀野高等学校　

教科(科目) 美術Ⅱ 単位数 ２単位 学年(コース)　 ２学年（芸術選択）

使用教科書 光村『美術２』

副教材等

１　学習目標



３
学
期

12

8

作品提出

作品提出

鑑賞・表現・絵画／デザイ
ン（心の中の風景）
マグカップ制作

抽象的な表現の作品を鑑賞し、作者の意図や良さを理解す
る。
自由な発想で表現し、オリジナルのマグカップの図柄を作成
する。

18
プリント提出

作品提出

表現・映像メディア表現
（アニメーションを作る）
ゾートロープ制作

表現・絵画
（人物を描く・自画像）
自画像制作

２
学
期

絵画・デザイン／版画
（版表現の可能性・問題解
決のためのデザイン）
トートバッグ制作

表現・デザイン／彫刻
（形を追求する）
動くおもちゃ制作

16 作品提出

６　課題・提出物等

それぞれの課題ごとに、下描きやアイディアスケッチなど、制作過程も評価の対象になります。
課題提出の締め切り厳守。提出のないものは評価されません。

７　授業担当者からの一言

美術の授業を通して、作品作りの楽しさや、自然や生活の中にある美を感じ取る心を養ってもらいたいと思います。それぞれの感性で作
品を創造し、表現することの楽しさを経験し、これからの人生を豊かに歩んでいけるよう学習します。

計 70 時間 （50分授業）

２枚の板に麻布を挟み、接着させる。
鳥や魚、動物など、モチーフを選び、形を決める。
手順を理解し、作業を進める。
着彩して完成させる。

評価方法

１
学
期

鑑賞・映像メディア表現
（採集するように撮影す
る）

教科書（p.52）を見ながら、作者について学ぶ。どのような
意図でこの作品が生み出されたのか理解し、鑑賞する。

2 プリント提出

「手」をモチーフにデッサンをする。
「人物」モデルを見て、クロッキーをしてみる。
頭と体のバランス、角度による形の変化をとらえて描くよう
にする。
パネルに水張りをした場面(B3)に、自画像を描く。
自分らしさを表すようにポーズや色使いなど、工夫して表現
してみる。

12コマの動くアニメーションを考え、ゾートロープを作成
し、はめ込んで絵を動かす。

トートバッグのデザインを考える。
「文字と絵」をバランスよく配置して、自分の思いを表現す
る。
シルクスクリーンの作業工程を理解し、製版、印刷をする。
タグをデザインして完成させる。

14 作品提出

５　学習計画

学期
単元名

<教材名>
学習活動(指導内容)

<主な領域>
時間



　書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と幅広く
関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、効
果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。
(2)書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を工夫したり作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書
の美を味わい捉えたりすることができるようにする。
(3)主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化
に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

令和５年度シラバス（ 芸術 ) 学番31　新潟県立阿賀野高等学校　

教科(科目) 書道Ⅰ 単位数 ２単位 学年(コース)　 １学年（芸術選択）

使用教科書 光村図書　『書Ⅰ』

副教材等

１　学習目標

２　指導の重点

・「漢字の書」では、楷書及び行書を重点的に取り上げ、鑑賞と臨書の基本を習得させることを目指す。また、書風の多
様性とその背景にある文化への関心を広げられるようにする。さらに、篆書、隷書、草書では、書体の特徴を捉えるよう
にする。
・「仮名の書」では、古筆の特性を踏まえ、基礎、基本、構成を段階的かつ実践的に習得できるようにする。
・「漢字仮名交じりの書」では、「漢字の書」「仮名の書」での学習を踏まえ、主体的に構想し、自己表現できるように
する。
・年間の学習を通して、「書写」から「書道」への違いを理解し、基礎や表現力を養い、制作の楽しさや、達成感を持た
せるようにする。

３　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・書の表現の方法や形式、書表現の多様性につい
て、書の創造的活動を通して理解を深めている。
・書の伝統に基づき、作品を効果的・創造的に表
現するために必要な技能を身に付け、表してい
る。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて創造
的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、作品や
書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味
わい深く捉えたりしている。

書の伝統と文化と豊かに関わり、主体的に表現及
び鑑賞の創造的活動に取り組もうとしている。

４　評価基準と評価方法

評価は次の観点から行います。

以上の観点を踏まえ、

・ワークシート
・提出作品
・学習まとめプリント
・学習態度

　などから、評価します。

以上の観点を踏まえ、

・ワークシート
・制作プリント
・提出作品
・学習過程
・学習態度

　などから、評価します。

以上の観点を踏まえ、

・学習態度
・提出作品
・鑑賞カードの記入状況

　などから、評価します。

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
観
点

内容のまとまりごとに、各観点
「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」
で評価します。

内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。



ワークシート提出

評価方法

作品提出
授業の取組

プリント提出

授業の取組

作品提出

ワークシート提出
作品提出

授業の取組

ワークシート提出
作品提出

授業の取組

５　学習計画

学期
単元名

<教材名>
学習活動(指導内容)

<主な領域>
時間

・書写から書道へ ワークシート使用一
学
期
中
間 「孔子廟堂碑」 それぞれの古典の用筆、字形、特徴を学ぶ

「九成宮醴泉銘」 向勢、背勢について

6

・書道で学習すること 書道の三分野、用具用材、臨書について

・楷書 唐の四大家に学ぶ。楷書の基本

◎漢字の書 漢字の変遷と様々な書体。ワークシート使用

4

一
学
期
期
末

北魏の書　「牛橛造像記」 「龍門石窟」の書　方勢について

「雁塔聖教序」

2

・篆書 篆書の特徴について

「顔氏家廟碑」 顔法について　変化に富んだ多彩な用筆

　　　　　「鄭羲下碑」 「摩崖」の書　円勢について　　方勢、円勢の違いの鑑賞

2

鑑賞を深める　唐の四大家の楷書の用筆や特徴、印象などを
ワークシートにまとめる

8

・篆刻に挑戦しよう 篆書の学習を踏まえ篆刻へ

「泰山刻石」 用筆法を学ぶ

6

二
学
期
中
間

姓名印を制作する　　　陽刻、陰刻の違いを鑑賞し学ぶ

篆刻の種類、用具の説明、プリント使用

王羲之について　　　多様な書きぶりを鑑賞

「蘭亭序」 「蘭亭序」の背景、内容、書法の趣を捉える

・行書 行書の成立・特徴

4

用筆、字形について

「風信帖」 空海について　　　唐代の書法と合わせて鑑賞

2

・隷書 隷書の特徴を知ろう　　字形、波磔などを鑑賞

学
年
末

プリント提出
作品提出

授業の取組

ワークシート提出
作品提出

授業の取組

日本で書かれた書 三筆、三跡の書

2

・草書「真草千字文」 草書の成立・特徴について 2

「曹全碑」 用筆法を学ぶ

二
学
期
期
末

・刻字に挑戦しよう 10

古典を生かした創作 好きな言葉、名言などを書く　　　表現技法の鑑賞

創作 制作プリントを使用
4

刻字の立体的な書表現　刻し方、色彩表現などを鑑賞

刻字の種類　制作プリント使用　　好きな文字を刻す

プリント提出
作品提出

授業の取組

「高野切第三種」 連綿について　　料紙に書く

・臨書作品、創作作品、篆刻、刻字などの提出
・各単元についてのワークシートの提出
・制作プリントの提出

７　授業担当者からの一言

　書道Ⅰの学習では、「書写」から「書道」への違いなどを、実技や鑑賞など幅広い活動を通して学んでいきます。
　書風の多様性と、その背景にある文化への関心を広げ、鑑賞能力と表現力を養い、自己の作品制作に生かしていきます。
　表現の活動では、創造性を高め、工夫を重ね、達成感が持てる作品となるように、集中して取り組んでください。
　そして、手書きの文字の大切さを感じ、生涯にわたり書を愛好し、生活の中にも生かせるようにして欲しいと思います。

計 70 時間 （50分授業）

６　課題・提出物等

8

6

4

◎漢字仮名交じりの書の学
習

「漢字の書」と「仮名の書」を踏まえ書風、用具、構成など
工夫し創作。プリント使用。作品を仕上げ、皆で表現技法な
どを鑑賞

生活の中の書 日常に生かせる書の制作　プリント使用

生活の中での書表現の効果を鑑賞を通して学ぶ

仮名の成立と種類 基本的な筆使いを押さえよう。ワークシート使用

◎仮名の書 万葉仮名　草仮名　女手　片仮名について

平仮名 「いろは」歌を書く。　字母について

平仮名と変体仮名の使い分けについて

「蓬莱切」 古筆に見る仮名の表現技法　　仮名の繊細さや流れるような美しさの鑑賞



知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
観
点

以上の観点を踏まえ、

・ワークシート
・提出作品
・学習まとめプリント
・学習態度

　などから、評価します。

以上の観点を踏まえ、

・ワークシート
・制作プリント
・提出作品
・学習過程
・学習態度

　などから、評価します。

以上の観点を踏まえ、

・学習態度
・提出作品
・鑑賞カードの記入状況

　などから、評価します。

内容のまとまりごとに、各観点
「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」
で評価します。

内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。

・書の表現の方法や形式、書表現の多様性につい
て、書の創造的活動を通して理解を深めている。
・書の伝統に基づき、作品を効果的・創造的に表
現するために必要な技能を身に付け、表してい
る。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて創造
的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、作品や
書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味
わい深く捉えたりしている。

書の伝統と文化と豊かに関わり、主体的に表現及
び鑑賞の創造的活動に取り組もうとしている。

４　評価基準と評価方法

評価は次の観点から行います。

２　指導の重点

・「漢字の書」「仮名の書」は、時代や書体を代表する古典により段階的に表現と鑑賞を相互に関連をさせながら進めて
いく。
・「漢字仮名交じりの書」は、言葉と表現の関係を意識しながら、漢字や仮名の古典の名筆を参考にし、用具・用材の扱
い方や紙面構成を工夫して作品制作する。
・指導資料を使用し、中国と日本の書の歴史、日本の近代から現代の書の流れの特徴を知ることで、生涯にわたり書を愛
好する心情を育てるようにする。

３　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　書道の創造的な諸活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と深
く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)書の表現の方法や形式、多様性などについて理解を深めるとともに、書の伝統に基づき、効果的に表現するための技
能を身に付けるようにする。
(2)書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の
意味や価値を考え、書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。
(3)主体的に書の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と
文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

令和５年度シラバス（ 芸術 ) 学番31　新潟県立阿賀野高等学校　

教科(科目) 書道Ⅱ 単位数 ２単位 学年(コース)　 ２学年（芸術選択）

使用教科書 教育図書　『書Ⅱ』

副教材等 教育図書　『新版　応用ペン習字』

１　学習目標



　
　書道Ⅱの学習では、書道Ⅰの基礎を踏まえ、さらに表現方法や形式、多様性などについて理解を深めていきます。
　表現の活動では、創造性を高め、個性豊かに工夫をし、達成感が持てる作品となるように主体的に取り組んでください。
　「書」と向き合い、今を生きる自分自身の心を実感して欲しいと思います。

計 70 時間 （50分授業）

６　課題・提出物等

・臨書作品、創作作品、篆刻、刻字などの提出
・各単元についてのワークシートの提出
・制作プリントの提出

７　授業担当者からの一言

漢字仮名交じりの書制作
自分自身の表現を求めて　・自作の歌を書く
・用具用材の工夫　・表具の学習をする
作品を鑑賞をする

10

4

中国の模倣から和様の創造へ
・伊都内親王願文　・白氏詩巻　　臨書と鑑賞

◎刻字 文字を刻し表現することを楽しむ
10

書を凹凸で表現する ・風流な言葉　・教訓などを刻す

4

3

創作 好きな言葉を書く　・用具用材の工夫　　作品鑑賞 3

評価方法

甲骨文・召尊・石鼓文・泰山刻石に学ぼう

臨書と鑑賞

どの隷書もなぜ等しく隷書なのか

私たちは臨書で何を学ぶのか
1 ワークシート提出

書の創作に必要なものとは

これは絵か？文字か？

4

・書へのいざない
書とはどのような芸術なのか
を理解するために

・馬王堆帛書　・居延漢簡　・乙瑛碑

4

4

・隷書
考えて　見る　隷書編
隷書とはどのような書体なの
か
秦・漢時代の肉筆の書に学ぼ
う

5

・篆刻
名言を刻す　文字を刻して表
現することを楽しもう

・吉語　・四字熟語など
・作品鑑賞

５　学習計画

学期
単元名

<教材名>
学習活動(指導内容)

<主な領域>
時間

◎仮名の書
考えて　見る　仮名編
平安時代のさまざまな古筆に
学ぼう
散らし書きの古筆に学ぼう

・関戸本古今和歌集
・升色紙・継色紙・寸松庵色紙・針切
臨書と鑑賞

6

考えて　見る　漢字仮名交じ
りの書編

・時代を生きる書
・さまざまな表現に学ぶ漢字と仮名の調和
・響き合う行と余白・資料で臨書と鑑賞

◎漢字仮名交じりの書

二
学
期
期
末

学
年
末

ワークシート提出
作品提出

授業の取組

ワークシート提出
作品提出

授業の取組

作品提出
授業の取組

ワークシート提出
作品提出

授業の取組

ワークシート提出
作品提出

授業の取組

ワークシート提出
作品提出

授業の取組

ワークシート提出
授業の取組
作品提出

作品提出　授業の取組

プリント提出
作品提出　授業の取組

ワークシート提出
作品提出

授業の取組

8
プリント提出
作品提出

授業の取組

プリント提出
作品提出

授業の取組

4

唐が育んだ煌めく個性
・孟法師碑　・書譜　・祭姪文稿に学ぼう
臨書と鑑賞

臨書と鑑賞

一
学
期
中
間

一
学
期
期
末

二
学
期
中
間

王羲之や顔真卿の書に学び、
名家に学ぼう

伝統の継承と新風の芽生え
・蜀素帖　・伏波神祠詩巻　　臨書と鑑賞

◎漢字の書　・篆書
考えて　見る　篆書編
篆書とはどのような書体なの
か

・草書　・行書
考えて　見る　草書・行書編
草書・行書とはどのような書
体なのか

この字、読める？
・居延漢簡（永元器物簿）・李柏尺牘稿
・十七帖　・集王聖教序に学ぼう
臨書と鑑賞

漢字の書

唐時代の書に学ぼう

・楷書
考えて　見る　楷書編
楷書とはどのような書体なの
か

誰にでもわかる楷書ってすごい
・爨宝子碑　・始平公造像記　・鄭羲下碑
・張猛龍碑に学ぼう　　臨書と鑑賞

平安時代の能書に学ぼう


